【３】補正項目
（単位：千円）

	○
	咲洲庁舎の長周期地震動追加対策
	0

	【総務部】　

	
	入居者等との調整や建築基準法の手続きなどに時間を要したことにより、工期の見直しが必要となったため、債務負担行為の期間を変更。
・期間：（当初）平成30～31年度 → （補正後）平成30～32年度
・限度額：2,278,040千円（変更なし）
	



	○
	民泊対策の推進
	40,979

	【府民文化部】　

	
	旅行者の安全・安心の確保を図り、観光客のさらなる受入を拡大するため、平成30年度からの3年間を集中取組期間として、適法民泊への誘導をはじめ、民泊対策を推進する保健所設置市への補助を実施。
	




	○
	2019年Ｇ20サミット首脳会議の警護警備対策及び交通対策
	374,254

	〔債務負担行為　35,596千円〕

	【公安委員会】　

	
	2019年Ｇ20サミット首脳会議の開催にあたり、警護警備対策、交通対策を実施。
・装備資器材の整備、交通安全施設等の改修に係る経費等
<債務負担行為：平成30～31年度 35,596千円>
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